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学 習

授 業 の

到 達 目 標

課題に対する

フィードバック

（○）日本史 オフィス情報

大学編入

ビジネス・キャリア （○）

佐藤　則夫

Japanese History
（○）

（○）

（○） 医療事務・医療秘書
グローバル・
コミュニケーション

ホテル・観光 （○）

記紀に見える日向

中国史書と考古学

実務経験教員担当 有　・　無有　・　無 アクティブラーニング

〇各時代の特徴的な事象を取り上げ、様々な観点から、総合的に理解し、我が国の歴史の特色を考える態度を養う。
〇地域の歴史や人物を調べ、宮崎への愛情をはぐくむ。
〇講義形式を主とし、史料講読、質疑応答、感想発表、討論等を含めて実施する。

社会学、哲学 卒業認定(学習成果)との関連 ①,②,③,⑤

授 業 計 画
江戸時代の学者たち

幕末の動乱

王朝国家

鎌倉仏教

律令国家

下剋上と天下統一

江戸稀代の日向

戦後改革と経済成長

日清・日露戦争

第一次世界大戦とその後の経済

昭和の戦争

明治の外交

明治国家の建設

評価方法・基準

授業での応答・まとめ３０％
レポート３０％
期末試験４０％（レポート）

〇受講後の復習をしっかり行う。（30分程度）
〇日本史上の歴史事象・人物について２回レポートを作成する。（１回、約１時間半）

〇社会事象を資料に基づいて歴史的に理解しようとする力を身につける。
〇興味・関心のある日本史上の人物について調べ、まとめ、自分の言葉で表現できる。
〇宮崎のよさを理解し、地域社会に貢献しようという意欲を高める。
〇歴史を学ぶ面白さに気づき、歴史に謙虚に学び続けようとする態度を身につける。

レポート課題について解説する。

テ キ ス ト

必要に応じて資料を配付する。

参 考 書

適宜、授業で紹介する。

備 考

なし


